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作成日 ２０２１年９月２５日

代表取締役 山下　徹司

本方針を全従業員に周知徹底します。

：

エネルギー使用の効率的な利用を推進して、二酸化炭素排出量の削減に努めま
す。

水使用量の削減に努めます。

化学物質使用量の適正管理に努めます。

環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。

地域での清掃活動等環境活動に積極的に参加します。

アサヒエコノス株式会社

環 境 経 営 方 針

　当社は、産業廃棄物収集運搬及び処理に係る技術開発を業務としており、「持続可能な

社会を構築することが重要である。」との認識のもと、地域密着型の持続可能な企業を目

指して、環境保全活動を継続的かつ着実に推進します。

　全従業員が、当社が持続可能な企業を目指すことを十分理解し、自然と調和した環境保
全に努め、リサイクル業として社会的責任を果たすため、以下の事項を基本方針とし、取
り組みます。

【基本方針】

事業における環境への影響を最小とすべく、エコアクション２１に基づいて、環境経営
の継続的改善に努めます。

環境関連法規制や当社が顧客等と約束したことを遵守します。

水質汚濁、大気汚染、土壌汚染、騒音・振動、悪臭等の発生予防に努めます。

次に示す項目に重点的に取り組みます。

受託した廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上に努めます。
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（１） 名称および代表者名

アサヒエコノス株式会社

代表取締役 山下　徹司

（２） 所在地

本社 〒７３１－３１６４　　広島県広島市安佐南区伴東４丁目２２－１２

環境技術事業所 〒７３１－０１３７　　広島県広島市安佐南区山本町大迫山２０３

（３） 環境管理責任者、担当者の氏名および連絡先

環境管理責任者 総務部　部長 祝 正一 Ｔel：０８２－８３０－１８０５

本社　環境管理担当者 総務部　リーダー 大久保 敏郎 Ｔel：０８２－８３０－１８０５

本社　推進責任者 営業部　主任 赤木 隆之 Ｔel：０８２－８３０－１８０５

環境技術事業部　推進責任者 木村 敏則 Ｔel：０８２－５０７－００２２

E-Mail ：asahieconos@lake.ocn.ne.jp

（４） 事業内容

① 産業廃棄物収集運搬業

② 産業廃棄物中間処理業

③ 一般廃棄物収集運搬業 

（５） 法人設立年月日 ※ ２００１年０９月２６日

（６） 資本金 ※ ３０百万円

（７） 事業の規模

① 売上高 ４３３百万円 （２０２２年度実績）

② 産業廃棄物運搬量 572t （２０２２年度実績）

③ 一般廃棄物運搬量 9,435t （２０２２年度実績）

④ 産業廃棄物中間処理量 513t （２０２２年度実績）

⑤ 再生資源のリサイクル 513t （２０２２年度実績）

項目 単位 本社 環境技術事業所

従業員 人 45 6 

延べ床面積 ㎡ 1,080 0 

（８） 事業年度

７月～翌年６月

 登録組織名 ： アサヒエコノス株式会社

（２） 対象事業所 ： 本社、環境技術事業所

（３） 活動 ： 一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・中間処理、再生資源のリサイクル

１．

２．

組織の概要

認証・登録の対象範囲  : 　全組織・全活動

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・中間処理、再生資源のリサイクル
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代表者（社長） ・ 環境経営に関する全ての責任と権限を持ち、実施する統括責任
・ 環境経営方針の策定見直し及び対象職員に周知する
・ 環境経営システムの実施及び維持管理に必要な人員、予算、技術等を確保する
・

・ 定期的に環境経営システムの評価と見直しを行う
・ 環境経営目標環境経営計画書を承認
・ 環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・ 内外の環境情報の統括的な責任者、コミュニケーションの窓口
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・ 環境経営目標環境経営計画書の達成状況、実施状況を確認
・ 環境に関する緊急事態や事故発生時において指揮を行う。
・ 緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・ 環境経営計画の実施結果を代表者へ報告
・ 環境経営レポートの確認
・ 環境監査結果の確認と是正処置を行う

環境管理担当者 ・ 環境管理責任者の補佐
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境経営計画の実績集計
・ 環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・ 環境教育訓練計画の作成と実施の管理
・ 環境経営レポートの作成、公開（事務所へ備付けと地域事務局へ送付）

推進責任者 ・ 環境経営目標、環境経営計画案の審議
・ 環境経営の実施状況の評価、不適合が発生する可能性があれば是正を行う
・ 環境教育の内容検討、実施結果の評価
・ 特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）
・ 環境方針の実現にあたり、外部及び内部の課題に対する検討を行う
・ 自部門の全ての責任と権限を持つ
・ 自部門の実施計画の運用進捗管理を行う
・ 自部門における環境経営方針の周知を行い、遵守させる
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告
・ 自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・

所属職員 ・ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・ 決められたことを守り、自主的積極的に環境活動へ参加

３．実施体制

代表者（社長）

環境管理責任者

本 社

役割分担

環境管理責任者を任命し、環境経営システムに関する責任と権限を与えシステ
ムの実行、維持を行わせる

自部門の環境に関する緊急事態や事故発生時において環境管理責任者の指
示の基に指揮を行う

総務部
（環境管理担当

者）

営業部
（推進責任

者）

環境技術事業部
（推進責任者）

従業員 従業員 従業員
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（１） 産業廃棄物処理業許可

① 中間処理施設

許可番号 広島市　第０７３２００８１０５９号
許可の年月日 令和5年5月15日
許可の有効期限 令和10年5月14日
事業計画の内容

事業の範囲 処分業（中間処理）
事業の区分 中間処理（破砕、溶融）
処理施設の種類 破砕（HB-180）、破砕（MC-2000）、溶融（EDP-500SE）
処理する廃棄物の種類 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず
処理能力 粉砕 廃プラ ４．１７ t/日 (HB-180)

紙くず ２．７８ t/日 (HB-180)
木くず ２．８０ t/日 (MC-2000)
繊維くず ２．７８ t/日 (HB-180)
ゴムくず ２．７８ t/日 (HB-180)

溶融 廃プラ ４８０ ㎏/日 (EDP-500SE)

（２） 産業廃棄物収集運搬業許可

許可自治体 広島県 広島市

許可番号 第03409081059号 第07310081059号

許可年月日 令和3年11月21日 令和3年12月1日

有効期限 令和8年11月20日 令和8年11月30日

積替保管 含まない 含む 含まない

燃え殻 ○ ○ ○

汚泥 ○ ○ ○

廃油 ○ ○ ○

廃酸 ○ ○

廃アルカリ ○ ○

廃プラスチック類 ○ ○ ○

紙くず ○ ○ ○

木くず ○ ○ ○

繊維くず ○ ○ ○

動植物性残さ ○ ○ ○

ゴムくず ○ ○ ○

金属くず ○ ○ ○

ガラスくず ○ ○ ○

コンクリートくず ○ ○ ○

陶磁器くず ○ ○ ○

鉱さい ○ ○ ○

がれき類 ○ ○ ○

動物のふん尿 ○ ○

動物の死体 ○ ○

ばいじん ○ ○ ○

４． 許可の内容 ※

主として広島県の事業所から収集、分別、破砕・溶融して再生材として販
売

許
可
品
目
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（３） 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

許可自治体 広島県 広島市

許可番号 第03459081059号 第07360081059号

許可年月日 令和3年12月27日 令和4年3月2日

有効期限 令和8年12月26日 令和9年3月1日

積替保管 含まない 含む 含まない

廃油 ○ ○ ○

廃酸 ○ ○ ○

廃アルカリ ○ ○ ○

感染性産業廃棄物 ○ ○

燃え殻 ○ ○

汚泥 ○ ○

ばいじん ○ ○

（４） 一般廃棄物収集運搬業許可

許可自治体 広島市

許可番号 広島市指令業一特第41号

許可年月日 令和4年4月1日

有効期限 令和6年3月31日

積替保管 含む
可燃 ○

プラスチック ○

不燃 ○

資源 ○

ペットボトル ○

発泡スチロール ○

大型 ○

許
可
品
目

許
可
品
目
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（１） 収集運搬用車両

車種 最大積載量 台数 備考
パッカー車 ㎏  以下 28 台
パッカー車 ㎏　超 3 台
ダンプ車 ㎏ 14 台
フックロール車 ㎏ 1 台
フックロール車 ㎏ 4 台
フックロール車 ㎏ 1 台
ユニック車 ㎏ 1 台
バン ㎏ 1 台

（積替え保管施設　－　本社）
保管面積 保管上限 積替え保管を行う廃棄物の種類 備考

8.1 ㎥ 紙くず コンテナ
8.1 ㎥ 廃プラ コンテナ
8.1 ㎥ 金属くず コンテナ
0.7 ㎥ コンクリート・陶磁器 くず カート
0.2 ㎥ 廃油 特別管理産業廃棄物
0.4 ㎥ 廃酸 特別管理産業廃棄物
0.9 ㎥ 廃アルカリ 特別管理産業廃棄物

（積替え保管施設　－　環境技術事業所）
保管面積 保管上限 積替え保管を行う廃棄物の種類 備考

6.84 ㎡ 12.0 ㎥ 可燃ごみ
6.84 ㎡ 12.0 ㎥ 大型ごみ
6.84 ㎡ 12.0 ㎥ ペットボトルごみ
6.84 ㎡ 12.0 ㎥ 資源ごみ
6.84 ㎡ 12.0 ㎥ 発泡スチロール

13.20 ㎡ 28.0 ㎥ プラスチックごみ
1.82 ㎡ 2.0 ㎥ 不燃ごみ

12.0 ㎥ 紙くず コンテナ
12.0 ㎥ 木くず コンテナ
12.0 ㎥ 繊維くず コンテナ
12.0 ㎥ 金属くず コンテナ
12.0 ㎥ がれき類 コンテナ
12.0 ㎥ ガラスくず コンテナ
8.2 ㎥ 廃プラ コンテナ
8.1 ㎥ 金属くず コンテナ
8.1 ㎥ がれき類 コンテナ
8.1 ㎥ 繊維くず コンテナ
8.1 ㎥ 燃えがら・鉱さい コンテナ

8.00 ㎡ 6.4 ㎥ 廃プラ アスファルト舗装
1.0 ㎥ 汚泥 ドラム缶
0.2 ㎥ 金属くず ドラム缶
0.7 ㎥ 動植物性残さ カート
0.7 ㎥ 動植物性残さ カート
0.7 ㎥ 動植物性残さ カート
0.2 ㎥ 廃油 特別管理産業廃棄物
0.2 ㎥ 廃油 特別管理産業廃棄物
0.2 ㎥ ばいじん ドラム缶

150.00 ㎡ プラスチックごみ アスファルト舗装
225.00 ㎡ 不燃ごみ アスファルト舗装

５． 施設等の状況 ※

2,000 

2,000 
2,000 

2,000 
4,000 

10,000 
2,200 
2,000 
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（２） 産業廃棄物処理施設

① 中間処理

施設の種類 破砕 施設 HB-180
処理する廃棄物の種類 廃プラスチック、紙くず、他
処理能力 2.78～4.17  ｔ/日（８時間)
処理方式 破砕方式

施設の種類 破砕 施設 MC-2000
処理する廃棄物の種類 木くず
処理能力 ２.８ ｔ/日（８時間)
処理方式 破砕方式

施設の種類 溶融 施設 EDP-500SE
処理する廃棄物の種類 廃プラスチック
処理能力 480 ㎏/日（８時間)
処理方式 溶融方式
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（３）処理工程図
① 一般廃棄物

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

② 産業廃棄物

金属

紙

繊維

木くず

廃プラスチック

廃プラスチック

がれき 等

金属くず 収集

埋立

リサイクル

中
間
処
理

破
砕
・
溶
融

繊維くず 収集

その他 収集

選
別

中
間
処
理

破
砕
・
溶
融

保
管

埋立

選
別

廃プラスチック 収集 リサイクル

木くず 収集

保
管

焼却

がれき 収集

大型ごみ 収集

可燃ごみ 収集

不燃ごみ 収集

資源ごみ 収集
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事業年度：7月1日～翌年6月30日

2023年度 2024年度 2023年度

目標 実績 判定 目標 目標 目標

二酸化炭素総排出量 kg-CO² 647,540 641,065 以下 512,519 〇 634,589 以下 628,114 以下 512,519 507,394 以下

(対基準) （100%） ( ▲1% ) ( ▲21% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

1 -1 電気使用量 kWh 46,621 46,155 以下 46,627 × 45,689 以下 45,222 以下 46,627 46,161 以下

(対基準) （100%） ( ▲1% ) ( +0% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-2 ガソリン使用量 ℓ 7,263 7,191 以下 7,055 〇 7,118 以下 7,045 以下 7,055 6,984 以下

(対基準) （100%） ( ▲1% ) ( ▲3% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-3 軽油使用量 ℓ 232,961 230,631 以下 180,074 〇 228,301 以下 225,972 以下 180,074 178,273 以下

(対基準) （100%） ( ▲1% ) ( ▲23% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

2 水使用量の削減 ㎥ 315 312 以下 376 × 309 以下 306 以下 376 372 以下

(対基準) （100%） ( ▲1% ) ( +19% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

3 　自社発生廃棄物の削減 ㎏ 344 341 以下 324 〇 337 以下 334 以下 324 321 以下
　（コピー紙購入量削減） (対基準) （100%） ( ▲1% ) ( ▲6% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) ( - ) ( ▲1% )

4 　受託産業廃棄物の ％ 100% 100% 100% 〇 100% 100% 100% 1 以下
リサイクル率の向上 ( - ) ( - ) ( - ) ( ▲1% )

5 会社周辺の清掃 回 2回/年 2回/年 2回/年 〇 2回/年 2回/年 2回/年 2回/年

注１）電力の二酸化炭素排出係数は、平成３０年度中国電力㈱の調整後排出係数 ０.６３６㎏-CO₂/kWhを使用
注２）自社発生産業廃棄物はないので環境経営目標は掲げません。
注３）PRTR法対象物質は使用していないので環境経営目標は掲げません。

６．2022年度　年度始めに策定する環境経営目標と当年度実績の判定、および、次年度の環境経営目標

年度始めに策定 次年度目標の見直し

環境目標 単位
2021年度

実績
(基準年度)

2022年度 2022年度
実績

(基準年度)
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取り組み計画 次年度 評価結果と次年度の取組内容

電力使用量の削減　：
・ △ 強化 猛暑及びコロナ対策により徹底できなかったことにより、

目標に若干未達となった
・ 不要照明の消灯 ○ 継続 使用しない部屋の消灯
・ 設備の切り替え ○ 継続

・ エリア別営業活動の見直し ○ 継続 営業ごとにエリアを決定して効率が上がっている。
・ 急加速急停車の防止 ○ 継続 ゆっくりスタートを心掛ける。
・ 効率的なルートでの営業 ○ 継続 効率の良い移動経路を意識する

・ 不要なアイドリングストップ △ 継続 エコドライブを意識していく。
・ 急加速急停車の防止 ○ 継続 ゆっくりスタートを心掛ける。
・ 効率的なルートでの収集 ○ 継続 収集運搬距離が短くなったことも目標達成の要因

・ 分別の徹底による有価物化 ○ 強化 選別の徹底した業務を行う。
・ 選別機導入による処理の自動化 ○ 継続 選別機の導入を予定している。

・ △ 継続

・ 分別の徹底による有価物化 △ 強化 搬入した廃棄物の分別による削減を行う

・ 節水の周知徹底 △ 強化 節水の意識を徹底して、無駄な水の制限を行う。

・ ○ 継続

・ ○ 継続 地域貢献活動の一環として継続する

注） ◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

８．

１年に2回、町内会の清掃活動に
参加

消費電力の少ないLEDに順次切り替える。

空調温度の適正化（室温 冷房２
８℃、暖房２０℃）

排出物の種類と廃棄物量を把握する。

燃料消費量と収集運搬量の原単
位化

環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

燃料消費量の軽減を行う。

実施状況

二酸化炭素排出量の削減　：　

ガソリン使用量の削減　：　

軽油使用量の削減　：　

産業廃棄物の削減（リサイクル率の向上）　：　

廃棄物排出量の削減（自社排出分）　：　

水道水使用量の削減　：　

環境配慮（収集運搬の効率化）　：　

社会貢献活動（会社周辺の清掃）　：　

自社から排出される廃棄物量の
把握

★次年度もこの環境経営計画を継続する
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主な環境関連法などおよび遵守評価結果は、下表の通りです。

環境関連法規等 遵守する事項 遵守評価

一般廃棄物・産業廃棄物の許可の有効期間の確認

排出事業者との契約の確認

マニフェストの交付

処理実績報告書の提出

なお、環境関連法規等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

　今後も環境保全に対する強化と継続を会社全体で行っていきます。

2023年9月25日

代表取締役 山下　徹司

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

廃棄物処理法 遵守

９．

道路交通法 道路交通法に定める法律の遵守 遵守

道路運送車両法 車両の日常点検と車検の実施 遵守

労働基準法 労働基準法に定める法律の遵守 遵守

労働安全衛生法 労働安全に定める法律の遵守 遵守

小型家電リサイクル法 消費者の適正な排出確保の支援 遵守

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し 遵守

グリーン購入法 できる限り環境物品等を選択するよう努める 遵守

ＰＲＴＲ法 第1種指定化学物質の排出・移動量の届出、ＳＤＳの確認 遵守

自動車リサイクル法 使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し 遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、特定されたすべて法規等が遵守されていることをに確認しまし

た。

９． 代表者による全体の評価と見直し

当社は廃棄物収集運搬、及び中間処理、リサイクルに係る事業活動を行っており、経営活動の中で環境保全

活動にも参加して行くように、エコに対する意識を向上して行きたいと思います。

エコアクション２１を導入することで、会社及び全社員の環境とエコへの意識を持ち、リサイクル業としての社会

的責任を果たせように努めてまいります。業務の中で多くを占める燃料や電力の消費量削減による経費削減、

地域への貢献活動が推進して行きたいと思っています。
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＜エコアクション掲示板＞ ＜地域清掃活動への参加＞

＜省エネ（空調の設定温度）＞ ＜節水の呼びかけ＞

＜防火対応（消火器の定期点検 1回/年）＞

１０． 環境経営活動の紹介
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